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１．はじめに 

 

東松山市（埼玉県）は，2005 年に「地域省エネルギ

ービジョン」を策定し，「自転車利用の促進」を重点テ

ーマのひとつに掲げている．特に，最寄り駅との間に歩

道が既設されている高坂丘陵地区を「自転車利用モデル

地区」に指定し，自動車に替わる交通手段として自転車

の利用促進を目指している．しかしながら当地区は地形

の起伏に富み坂が多く，全ての地区で自転車利用が適し

ているとは言い難い状況にある． 

安藤ら１）は市全体を対象とし，アンケート調査デー

タを用いて交通手段選択率モデルを推定し，自動車と自

転車のサービス水準に対する分担率の増減傾向から，両

者が代替関係にあることを明らかにしている．一方，伊

藤ら２）は都市間の標高の違いを考慮に入れ，地形と自

転車利用との関係を明らかにしている．これらの研究は

市町村単位で集計した分担率を分析データとして利用し

ている．そのため本研究が対象としたような一地区内の

交通手段分析への適用は限定される．そこで本研究では，

対象地区の住民に対しアンケート調査を実施し，坂の有

無という立地条件の違いが，交通手段の利用意識や実際

の交通行動に及ぼす影響を分析する．また，判別分析を

行い，居住地の地理的条件がどのような影響を及ぼして

いるのかを明らかにする． 

 

２．アンケート調査について 

 

本研究では高坂丘陵地区の全 1832 世帯を対象とする

アンケート調査を行った．地区全体を 9 地区に分けて

実施した（図1）． 
調査では，「世帯調査票」，「自動車利用票」、

「自転車利用票」の3種を用いた．調査項目は，年齢、 
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勤務先といった個人に関する質問，自動車の保有台数と 

いった世帯に関する質問，自動車・自転車の利用に 
ついてのトリップ調査である．回収したアンケートは３

７８部，回収率２１％であった．本論では，このうち配

布地区が確定できた364世帯分の回答結果を使用した． 

 
３．分析結果 

 
本論では，地区 1,3,5,6,8 を「坂有り地区」， 地区

2,4,7,9 を「坂無し地区」と設定し，以下の集計分析で

は，これらの居住地の属性ごとに区分して行った． 
 
（１） 交通分担率 
図2は，アンケート調査によって得られたデータから

坂の有無別に交通分担率を求めたものである．この図よ

り，自動車を使用したものの合計には大きな差は無いが，

自転車の利用では坂の有る地区の方が多く使われている

傾向がある． 

図１．調査対象地域とバス路線 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また，図3，図4は年齢層による交通分担率の違いを 
表している．この図では，坂の有無に関わらず送迎の割

合はあまり変わらないものの，40代以上の自家用車の

利用割合が大きな値を示している．また，自転車の利用

割合に関しては，30代以下において大きな値を示して

いる．このことから，年齢を重ねるにつれて自転車から

自動車の利用へと移っていく傾向が見受けられる． 
 
（２）意識分析 
坂の有る地区と無い地区で比較すると，坂の有る地

区の方が「バスの乗車時間」，「バスの本数」「バスの

運賃」に不満を持っていることがわかった． 
また，「バスより自転車の方が楽である」「高坂丘

陵地区は坂が多く，自転車の利用には適していない」

「夜間の自転車の利用は防犯上不安である」の項目でも

坂の有る地域において肯定的な意見が多くなっている．

 このことから，坂の有る地区では自転車の利用には適

していないという意識はあるものの，「最寄り駅までは

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
バスより自転車の方が快適だ」という意見も多く，また

路線バスの利便性への不満などから，自転車の利用に対

して比較的肯定的であると考えられる．（図4） 
 
（３）判別分析 
（２）で用いたデータを坂の有無を目的関数とし，

判別分析にかけた結果を表1に示す． 
表１より，自転車の利用に関する項目が大きな値を 

示している．このことから，高坂丘陵地区では坂の有無

の判別には自転車利用に関わる項目が有意に働いている

ことがわかる． 
 
４．おわりに 

 
本研究では，高坂丘陵地区を対象とし，ミクロな範

囲において住民の意識分析及び判別分析を行った． 
今後は，地理的条件による選択行動モデルの推定を

試みる．なお，推定結果については講演時に発表するこ

ととしたい． 
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図2．坂の有無による交通分担率の違い 
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図3．年齢層による交通分担率の変化 

表1．判別分析結果 
変数名 判別係数
最寄り駅までのバス乗車時間は長い 0.57
高坂丘陵地区は坂が多く、自転車の利用に適していない 0.53
夜間の自転車利用は防犯上不安がある 0.53
自転車利用促進のために市が費用をかけることに賛成で 0.35
バス停が家から遠い 0.28
高坂駅周辺の駐輪場は利用しやすい 0.22
使用していない電化製品のコンセントは必ず抜いている 0.10
最寄り駅までの距離は短いので，自動車を利用しても環境
に影響を及ぼさない 0.10
最寄り駅までの運賃は高い 0.09
最寄り駅までは、バスより自転車のほうが快適だ 0.07
バス停設備（屋根やベンチの有無）は現状のままで問題な 0.06
一緒に行動する人数によって、移動手段を変更する 0.03
自家用車に近隣住民を同乗させることは気にはならない 0.00
バス本数は現状のままで問題ない -0.06
天候によって移動手段を変えている -0.13
買い物では，エコマークやグリーンマークのついた商品を
選んで購入している -0.17
ゴミの分別は必ず行っている -0.22
自宅から高坂駅まで自転車を利用しても、距離が短いので
健康増進に効果はない -0.68
定数項 -5.82
Ｆ　値 3.98
誤判別率 26.4%
判別的中率 71.5%
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図4．意識分析結果 


